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市
川A
帥川
争 、
石
油
滋
給
の
幻泊 、
ウ才
l

タ
l

ゲー
ト

m伴
で
追
い
つ
め
ら
れ
るニ
ク
ソ
ン
米

大続的T！
こ
の

と
こ
ろ
世
抑
制
労
を
円眠
時
か
ら
昂
さ
ぶ
る

市件が
相相
次
い

で
いH2 0

符山
川寸
る
的品川

合ふまz
令
きょ
う
十
日
必

巾
ず
る
キy
シ
ン
ジゼ
lwM
同
店内
4一
行
の
町内
仰
は 、
ア
ジ

ア舟梁
申
関
係
の
マ
た
を
は
か
る
こ
・と
に
あ山内
う 。
十一
山

で 、
ア
ジ

アmyL輸銀
緩
和
が
巡
服
さ
れ
て
い
る
が、
な
お
流

月
四
日
か
ら三
日
間 、
箱
根
で
問
か
れ
た
ア
ジ
ア
羽
託
会
川

動
的」
と
い
う
見
方
が
支
配
的
だっ
た

。
吉一
B
m
に
わ
た

…
〈
探
知
竺
会
長
浴

室品
箱
慢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
表
山

る
討

rmの中
か
ら
イ
ン
ド

シ
ナ

町民ぺ
A
S
E
A
N
（
閉山

な間心もベトナム以後の「アジアの安定と平和」…雨アジア♂開沌合）米中関係と捌鮮純一間辺 、日

に
貨
か
れ
た

。
公
ぷ
で
は
「一一 ．
仲
術活
の
ワ均
の
も
と
山

本
の
ア
ジ
ア
外
受
の
あ

り方雪国
ぷ
4 ・
ま
と品川
て

去、
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情

勢
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ト

ナ

ム

で
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闘

激

化

の

兆

し

民間．，．・－－－
o-E宝寺・

社

Eヨ 票F子

UJUUa引五穆入i喜子言明�nn�1
HUUH � .i n � I手 続長祭器関tH室長関 長f�� � 事2�� 級文盟主� �i 主 i�f��？��
dn�d� � 詩 ：� �： ���u 1じ む よ l hiU必ァ 日 "T 時 均 、 中 逗！ 叫 ー・ イて ベ 7三 宮 _........ － 、 1':'i fl.\ :A � い U I• 清三錦町主主安 � ！� お妻子時多容 認 ろ ミ サ 玄 弓
科均時計 H i5 i長側 部 ～ ！－－ I 刻字 一 円妻泣手話5持定 語－�� At �:i 与 議住宅 JJL 盤機轡騨瑚曹 君主要車窓宅時��出 幻 怒 ��H路 定 控竺？盟 主£�説2

－」・ い何事可 J、？ 砲髄盤B d組聴翻 ム が 1 勺1 ・ �mlih後 品 ：！1�1更盤整難 問出H��(j •？� ii!i� 鞘当鰯 詰，；��u�！�� 級 ：l' IC：： ね ， 野明 芯卯磁

器11�i� �！· 11 11H1l ll11tt111 ! � I� * � �J � x� ；；皇室長民 監主主主題 特長��語 ら主持訴訟 雪； ：： 。nぷi 監講説��謹
� � ;j 1·��表 向調 ll § � � � �一 極院函轍 � 坊さ望妥 当 雪之主星 雲 g � :1 � � J 円 ！ 言語2�号沿 ��謹 － Z彰 • ..r-: 持 1 1語見 守討 さ堅持益2 �rl • j1 総理Eg ぉ 羅臼�観 察彰 目 差塁手 品案文 京 芸寺 内2…、 ，l＼�. ；：符 与 問う為 蕗脚轟醐 鳩 山 哲 シ ，.. \ F- � 訪日��M�町、1 1 ll問委総 野学開 競 助 諮問���:[) I日号号？ぞ で JI： “ 

:: ¢ J木・H � 鑑盟四F 司 置置 齢幽 � ... .，� ,, 占 J ，ゎ点』 。� � .! 1 � � � 1�， 11· x � � � �そ 離国品調 初場 i 雲 I �ι � � � � ：��� 
r '" • •• －一一H�Iltt 針I j �ihh 醒噛 飴 ｜副長 崎�1 ！ ！ ＇ ：百五五五五ぷ���＊ぷ g H’膚 ：；守��泌 観｜ 雪ジ｜麟 �1命 ｜白I ..，で 誌を宣言h j； 泣 き2主主！���；�が医学 II : i は 主�i�§ 灘｜宅全額 計 団 し 得言語 II �黒幌市短銃委長時タg 11 1 · !l ��i約五 翻 雲雲際 問察 結 � � �m号 j ； 抑制認 定義J ?J � 'i � ［� � II I ；； 絞 吋 均 関 Z 査 麟 位五 阻れを日米婆； ； 認笑��Wt�私

語！nH諸説蒋；；吋��� 齢舗 h� 芸·� j括経 ；；��；日 弘－叫：.� ��� �＜�；� jl 計 約 毛 叩四四 �� E 市 議 ；；関
泉 。 ド殺 さ � � � l j � �話器襲 撃 食器 因 究字！ ;g嘉 ；：一実ム1. 'unui ! i i' hh i i i � も 、 �Ut t ! �鵠議 � ！� M話崎支過 程 l� �ti � r?i L一一一 れ案 戸�� ll ：ア門九円 問 m
h��u1��1弓；�nn�n�un;u終結unu��w1：： ；設業��、� lD。 ＋ �ピミι 円 一L ！.＇� ;j; :r� ＞耳:t .l. 1.ょ 、qb， 回 開 マ ョ乞？巧

（土曜日）

米

ソ

主

導

の

中

東

和

平

に

注

目

1. 1月t O日

キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー

米
関
務
長
官
が 、
ア
ラ
ブ

諸
問
訪
問
に
携
行
し
た
中
東
和

平案
を、
戦
争

の
当
事
者
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル

、

エ

ジ
プ
ト

が

受
諾
し
た 。
こ
れ
に
よ
っ

て 、
ア
ラ
ブ 、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
間
で 、
乙
ん
ご
停
戦
闘－
X
化
の
作
来

を
進
め
た
の
ち 、
年
内
に
も 、
中 ．川民
間
犯
の

銀

本
的
解
決
を
目
指
す
相
平
本
会
淡
が
閲
か
れ
る

限
切品
が
開
け
た 。

こ
ん
ど
の
戦
争
を
き
っ
か
け
に 、
両
側
住
民

を
石
油

危機
に
追
い
込
ん
だ

、

ア
ラ
ブ
産
油
凶

の
石
油
の
祭
給、
生

産制
限
破
防
を
解
除
す

る
点
で
は

、
ア
ラ
ブ
必
国
は 、
な
お
き
び
し
い

態
度
を
と
り
つ
づ
け
で
い
る

。キッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
間
務
長
官
は

、

こ
ん
ど
の
中
山
訪
問
で 、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
ま
で
足
を
延
ば
し
、

石
油
開
世間

の
発
動
以
来
初
め
て
石
油
問
泌
を
め
ぐ
り 、

向

同
行
協
と
仲間
触
し
た
が 、
石
油
問
題
で
も

、

こ

れ
を
き
っ
か
け
に、
消
伐
同
対
ア
ラ
ブ
巌
油
凶

交
渉
へ
の
む
が
聞
か
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か。

曲
が
り
な
り
に
も
イ
ス
ラ
エ
ル 、
ア
ラ
ブ
が

米
提
案
に

合
恕
す
る
ま
で
に
桁
抽却
を
巡
阪
さ
せ

た
原
助
力
が

、
米
同
と
ソ
巡
の
協
別
に
あ
る
点

を、
約一
に
注
開
すべ
き
だ 。ニ
ク
ソ
ン
米
大

統
領
は

、

キ
y

シ
ン
ジ
ャ
l
長
む
を
ア
ラ
ブ
諸

問
に

派
泊
す
る
一

方
で
は

、

イ
ス
ラ
斗
ル
に
シ

ス
コ
国
務
次
官
補
を
送
り 、
米
系
の

受
入
れ

を
メ
イ ．
ア
首
相
に
説
得
し
た

。十
七
日
戦
争
の

最
終
段階
で 、
ス
エ

ズ
市
地
医
を
占
領
し
た
イ
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ス
ラ
エ
ル
沼
の 、
そ
れ
以
上
の
進
出
の
食
い
止

め
と 、

一

方
イ
ス
ラ
エ
ル
市
の
包
闘
で
楓
立
し

た
ス
エ
ズ
述
向山県
山
の
エ
ジ
プ
ト
引
に
術
給
を

訴
す
問
題
を
め
ぐ
っ

て
、

米
凶
は
イ
ス
ラ
エ
ル

に
、

圧
力
に
近
い

必む
を
誠
み
た 。

そ
の一
方
マ 、
米
国
は 、
位
、必
に
ア
ラ
ブ
接

近
政
策
を
打
ち
出
し
た

。キシ
シ
ン
ジ
ャ
l
図

お
円以
・U
は
刀
イ
ロ
を
必
れ
て

、
六
七
年
収
争
以

来
断
絶
し
て
い
た
米

、

エ

ジ
プ
ト

阿
聞
の
間
交

再
凶
に
踏
み
切
っ

た
。

米
間
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、

ク
ウ
ェ

ー
ト

へ

の
近
代
兵
認
の
必
却
は

、

乙
ん
ど
の
戦
争
と
か
か
わ
り
な
く
つ
づ
い
で
い

る 。
米
国
は

、
明
ら
か
に

、
大
脳
な
中
泌
氏
以

の
仇
道
修
正
を
行
お
う
と
し
て
い
る。
ぞ
れ

は、
石
油
他
民
が
米
同
に
と
っ
て
ち
他
人
引
で

は
な
い
と
い

う
刊
党
に

付加
づ
く
も
の
だ
し
、

一

方
で
は

、

イ
ス
ラ
エ
ル

、

ア
ラ
ブ
双
方
に
H

均

衡
政
策H
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て 、
中
間以
で
の

米
ソ
共
存
路
絞
を
固
め
た
い、
と
い
う
ね
ら
い

を
も
つ
も
の
だ

、

と
み
て
よ
い

。

政
か
に 、
こ
ん
ど
の
物
争
中 、
米
ソ
問
係
は

に
わ
か
に

緊
依
す
る
問 ．
m
が
あ
っ
た 。
円以
則
的

に
は 、
中

泌を
め
ぐ
る
米
ソ
阿
国
の
利
行
関
係

が
同
床
異
少
で
あ
る
の
は
脊・
泌
で
さ
ま
い 。
し

か
し 、
中
間以
は
耽
令
の
MMU
箭
取
を
位
り

返
す
よ

り
も

、

和
平
と
安
定
に

向
か
う
べ

き
だ
と
い

う

点
で
は 、
ソ
連
も
米
国
と
同
じ

立
幼
だ
と
い
っ

て
よ
い 。
ク
ズ
ネ
ツ
才

フ
外
務
次
包
の
力
イ
ロ

派
遣
は

、

ソ
迎
側
に
よ
る

mA例
の
粗
平
て’
作
で

あ
ろ
う
。

小
円以
で
の
米
ソ
共
存
路
献
は
存
外
に

深
い 3も

ち
ろ
ん 、
米
国
の
中
米
和
平
総
恕
の
受
入

れ
は

、

何
当
噌打
者
が

、

中
山民
間
辺
の
全
削
解
決

に
向
か
っ

て
ス
タ
ー
ト
・

ラ
イ
ン
に
お
い
た
と

い
う
に
過
ぎ
な
い

。

シ
ナ
イ
半
必
か、
b
の
イ
ス

ラ
エ
ル
以
の
撤
退 、
シ
ャ

ル
ム
エ
ル
シ
ェ

イ
ク

の
処
理 、

ゴ
ラ
ン

．ω
阪
の
取
扱
い

、

エ
ル
サ
レ

ム
の
制
際
化
な
ど

、

こ
れ
ま
で
四
度
の
戦
火
を

招
い
た

、

双
方
の
懸
案
問
題
の
解
決
に
つ
い
て

は
、

米
和
平
仰木
は
一

よ
も
ふ
れ
で
い

な
い

。

そ

う
い・コ
本
口
問
自
の一
切
は

、
来
るべ
き

、

ア

ラ
ブ、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
初
平
本
会
議
に

妥
お

る
、

と
い
う
の
が
米
和
平
案
の
悠
旨
で
あ
る

。

ぞ
れ
は
筋
道
と
い
う
も
の
だ 。
ア
ラ
ブ 、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
も
に、
大
国
に
よ
る
立
ち
入
っ
た
解

問活
出叫（
m
m
m
泉
大
攻
役・
間
服

政治）徳問教之（アジア経済

員

一葉

筆

決
方
式
の
押
付
け
に
は
反
対
で
あ
り
、

米
ソ
両

国
は

、

双
方
の
ぷ
合
い
へ

の
大

ワ
ク

を
ぷ

乏

し 、
ぞ
れ
を
開
定
化
す
る
だ
け
に
と
ど
め
るべ

き
だ
ろ
う
。

米
和
平
実
に
従
う
と
、

エ

ジ
プ
ト
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
司法
む

揃

防災

換
に
同

志
す
る
代

わ
り

に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は

、

ス
エ

ズ
巡
河 ぃ
以
内係
に

狐

占比
す
る
エ

ジ
プ
ト

ぽ
へ

の
初
給
路
を
聞
く
こ
と

を
認
め

、

つ
い

で
印紙
ラ
イ
ン
の
凋
授
が
行
わ

れ
る

。そ
れ
に
よ
っ

て 、
と
も
か
く
も

、

現
状

停
械
の

怒
悠
は
阿
ま
り
、

附袖
争
再
発
の

山凶
比
め

が
つ
く
ら
れ
る

。

中
山
和
平
の
現
段
階
で
は

、

そ
れ
だ
け
で
も

、

沼
氏
を
叫
く
却
価
す
べ

き
で

あ
る 。
米
ソ
主
得
に
よ
っ

て 、
中

間以和
平
へ
の

糸
口
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
歓
迎
で
き
る
し
、

ま
た 、
今
後
の
和
平
発
殴
に 、
こ
れ
ま
で
と
巡

っ
た
期
待
を
か
け
た
い 。

凶

連

大

学

の

誘

致

決

定

を

喜

ぶ

国
巡
大
学
本
部
（
企
画
調
窪
セ
ン
タ
ー〉
を

日
本
に
帆成
立
す
る
決
芯
築
が

、

七
日
の
国
連
総

会
第
二
委
民
会
で
採
択
さ
れ
お
。

ま
だ
総
会
本

会
ぷ
官、
の
採
決
が
残
っ

て
い
る
が 、
安
μ
会
と

同
じ

新
内
酬
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
純
災
で
あ
り
、

白
本
役
附
は
取

引出よ 、
本
決
ま
り
し
た
と
い
っ

て
よ
い 。

四
年
前 、

ゥ
・

タ
ン
ト

前
国
連
事
務
総
長
が

国
法
大
学
綬
立
を
m民
同情
し
て
以
来 、

わ
が
国
は

常
に
間
連
加
問
各
国
の
先
頭
に
立
つ

で
そ
の
災

現
に
努
力
し
て
き
た

。
欧
米
先
進諸
国
の
反
対、

あ
る
い
は
消
極
的
な
態
度
か、b 、一
時
は
立
尚

え
か
と
も
み－
b
れ
た
こ
の
格
恕
を

、

と
に
か
く

こ
こ
ま
で
も
つ

で
き
た
災
に 、
わ
が
出
の
税
極

的
な
約
さ
か
け
と
勲
怒
が
あ
っ

た
こ
と
は

、
各

回
と
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し 、
ま
た 、

ぞ
れ
が
今
阿
の
よ
う
な
新
製
を
生
ん
た
と
も
い

え
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
第
二
安
打H
会
の
採
択
を
心
か、b

M許
ぶ
と
と
も
に 、
と
の
問
辺
と
取
り

組
ん
で
さ

た
外
務、
文
部 ．

の

即
係
省
の
労

悶
辺

大学
の
－

J
う
ま
で
ち
な

は 、
第一
条
の一

開
発

、
判制
伎
と

の
研
究」
を
う
h

当
面
し
て
い
る
割

に
し
ろ

、

い
ず
曲

究
が
耐火
活
芯
れ

で
、

各
国
の
研

四

と
取
り
組
む
こ
L

い

う
べ

き
と
ろ‘
－

し
か
し 、
閲ト叫

が
待
ち
構
え
て
い

な
い
。

2
市
は

研
究 、
教
脊
の

＋

必ず
有
す
る
」

と
’

で
は
初
弘
な
同
m

研

究 、

攻

科川
が

れ
る

。

大
学
の
川

後
、
恒
久
的
に
J一

出
火
を
ど
う
ま
品

な
見
巡
し
が
立A

も
と
よ
り 、
・

学
理
事
会 、
あ
玄

部
の
手
腕
に
ま
【

関
と
し
で
の
わ
M

Jg
い 。
こ
れ
ま
明

ヤ
パ
ン
・
ア
イ－一

ば
れ
て
き
た
が

、

健
格
は
い
っ

そ
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